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自
転
車
は
、
と
っ
て
も
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
最
近
で
は
、
比
較
的
安
く
買
え
、
身
近
で
気
軽
に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

買
い
物
や
子
ど
も
の
送
り
迎
え
な
ど
に
重
宝
し
ま
す
が
、
そ
の
気
軽
さ
ゆ
え
、「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
と
、
路
上
に
駐
輪
す
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

そ
し
て
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
歩
道
を
通
り
に
く
く
し
た
り
、
街
の
景
観
を
悪
く
し
た
り
、
ま
た
盗
難
事
件
を
招
い
た
り
と
、
困

っ
た
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
と
、
自
転
車
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

放置自転車は迷惑です
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現在の西鉄春日原駅前 これまでの西鉄春日原駅前

西
鉄
春
日
原
駅
や
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
、
Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
周
辺
の
道
路
や
歩
道
は
、
条
例
で
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
駅
前
の
環
境
美
化
と
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
が
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
た
め
で
す
。

こ
の
地
区
に
自
転
車
を
放
置
す
る
と
撤
去
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
放
置
禁
止
区
域
以
外
で
も
、
自
転
車
の
路
上
駐
輪
は
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
、
自
転
車
は
放
置
せ
ず
、
駐
輪
場
に
き
ち
ん
と
駐
輪
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

春日市放置自転車禁止区域内に違法駐輪した自転車は、

撤去され、龍神池
りゅうじんいけ

自転車駐車場の３階で保管されます。

引き取り時間 午後１時～７時（日曜日を除く）

持ってくるもの 身分証明書と自転車のカギ

保管料 1,000円

保管期間 ６か月間

※　保管期間終了後は、自転車は処分されます。

場所 龍神池自転車駐車場（春日原北町４―50―49）

連絡先 �(592)９０２５

撤去した自転車の引き取り(春日市の場合)

駅
前
は
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
で
す

▲

那
珂
川
町
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
図

春
日
市
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
図



放
置
自
転
車

4

2001. 10. 15 市報かすが



放
置
自
転
車

5

根気強く指導
放置自転車防止導員　西村正行

にしむらまさゆき

さん

駅前で違法駐輪の防止に努めてい

るのが、放置自転車防止指導員です。

現在、６人が指導員を務めています

が、気苦労も多そうです。

指導員の西村さんは、｢一時期放

置自転車が少なくなっていました

が、最近また増えだしています。人

口が増えてきたからでしょうか。ま

た、違法駐輪を注意すると、一部の

人は逆に文句を言われることもあり

ます。ですが、違法駐輪をなくすた

め根気強く啓発に努めています｣と

のこと。

皆さんのモラルの向上が大切なよ

うです。

もっと自転車を大切に
撤去自転車引渡し員　原

はら

政人
ま さ と

さん

撤去された放置自転車は、龍神池

自転車駐車場３階で保管されます。

これらの自転車の管理を行ってい

る原さんは｢８月の例でいうと、

112台中12台しか引き取りに来ま

せんでした。また防犯登録されてい

る自転車の場合は、本人に通知を出

していますが、それでも引き取りに

来ない人がいます。もっと自転車を

大切にしてほしいですね。また学生

の場合は本人でなく、親が取りに来

る場合が多いんですよ｣と訴えます。

龍
神
池
自
転
車
駐
車
場(

春
日
市
営)

利
用
時
間

午
前
６
時
〜
午
後
11
時

料
金
（
消
費
税
込
）

▽
一
日(

１
回)

１
０
０
円

▽
学
生
１
か
月
　
１，

２
６
０
円

３
か
月
　
３，

５
７
０
円

６
か
月
　
６，

７
２
０
円

▽
一
般
１
か
月
　
１，

９
９
０
円

３
か
月
　
５，

６
７
０
円

６
か
月

１
万
０，

７
１
０
円

西
鉄
春
日
原
駐
輪
場
（
民
営
）

利
用
時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
７

時

※

午
後
７
時
以
降
も
自
転
車
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

料
金
（
消
費
税
込
）

▽
一
日(

１
回)

１
２
０
円

▽
月
極
学
生
　
１，

５
０
０
円

▽
月
極
一
般
　
２，

０
０
０
円

※

西
鉄
ス
ト
ア
で
２，

０
０
０
円
以

上
の
買
い
物
を
し
た
人
は
、
龍
神
池

か
西
鉄
春
日
原
の
駐
輪
場
の
料
金
が
、

同
ス
ト
ア
で
返
金
さ
れ
ま
す
。

錦
町
自
転
車
駐
輪
場(

大
野
城
市
営)

利
用
時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
10

時
30
分

料
金
（
消
費
税
込
）

▽
一
日(

１
回)

１
０
０
円

▽
学
生
１
か
月
　
１，

２
６
０
円

３
か
月
　
３，

５
７
０
円

６
か
月
　
６，

７
２
０
円

▽
一
般
１
か
月
　
１，

９
９
０
円

３
か
月
　
５，

６
７
０
円

６
か
月

１
万
０，

７
１
０
円

Ｊ
Ｒ
春
日
駅
前
春
日
市
営
無
料
駐
輪
場

※

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
向
い
の
駐
輪

場
は
、
12
月
ご
ろ
に
立
体
交
差
道
路

下
へ
移
動
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
前
春
日
市
営
無
料
駐
輪
場

博
多
南
駅
前
自
転
車
駐
車
場
（
那
珂
川

町
営
）

利
用
時
間

午
前
６
時
〜
午
前
０
時

料
金
（
消
費
税
込
）

▽
一
日(

１
回)

１
０
０
円

▽
学
生
１
か
月
　
１，

２
６
０
円

３
か
月
　
３，

５
７
０
円

６
か
月
　
６，

７
２
０
円

▽
一
般
１
か
月
　
１，

９
９
０
円

３
か
月
　
５，

６
７
０
円

６
か
月

１
万
０，

７
１
０
円

利
用
し
よ
う
駐
輪
場
西
鉄
春
日
原
駅
や
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
、
Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
周
辺
に
は
、

自
転
車
駐
輪
場
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〟
ち
ょ
っ
と
だ
け
〟
と
自
転
車
を

路
上
に
放
置
す
る
の
は
、
た
い
へ
ん

迷
惑
で
す
。
通
行
の
障
害
に
な
る
ば

か
り
か
、
街
の
景
観
を
そ
こ
な
い
、

盗
難
な
ど
の
犯
罪
を
招
く
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

自
転
車
は
、
駐
輪
場
に
正
し
く
駐

輪
す
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
道
路
管
理
課
交
通
安
全
担
当
）



市
は
平
成
13
年
８
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
導
入
に
あ
た
っ
て
市
民
の
幅

広
い
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
福

祉
団
体
な
ど
３
団
体
の
推
薦
３
人
と
公

募
の
市
民
12
人
で
構
成
す
る
「
市
民
懇

話
会
」
を
設
け
ま
し
た
。

市
民
懇
話
会
で
は
、
会
員
の
み
な
さ

ん
が
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
視
点

で
、
熱
心
に
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
１
月
ま
で
、
合
計
６
回
の
会
議

を
重
ね
、
使
い
や
す
く
、
安
全
で
、
経

済
的
な
、
春
日
市
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
あ
り
方
を
、
研
究
し

て
も
ら
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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春
日
市
は
、
市
内
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
春
日
市
内
は
、
Ｊ
Ｒ
や
西
鉄
の
鉄
道
駅
へ
向
か
う
バ
ス
路
線
は
充
実
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
便
利
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
の
交
通
用
具
が
利
用
で
き
な
い
人

た
ち
は
、
気
軽
に
市
役
所
や
公
共
施
設
を
利
用
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
づ
れ
、
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
と
っ
て

は
な
お
さ
ら
不
便
で
す
。

そ
こ
で
、
公
共
施
設
の
利
用
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、

平
成
14
年
度
中
の
運
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

その１

活活活活
発発発発
なななな
議議議議
論論論論
をををを
展展展展
開開開開

ココココ
ミミミミ
ュュュュ
ニニニニ
テテテテ
ィィィィ
ババババ
スススス
導導導導
入入入入
市市市市
民民民民
懇懇懇懇
話話話話
会会会会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
は

路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
間
を
埋
め
る
小
型
バ
ス
で
、
バ
ス
不
便
地
域
を
運
行

す
る
乗
合
バ
ス
の
総
称
。
採
算
の
と
れ
な
い
地
域
を
運
行
す
る
た
め
、
採
算
面
の

不
足
は
市
が
カ
バ
ー
す
る
場
合
が
多
い
。

ココココ
ミミミミ
ュュュュ
ニニニニ
テテテテ
ィィィィ
ババババ

スススス
がががが
走走走走
るるるる
まままま
でででで

市
役
所
内
検
討
委
員
会

v

ア
ン
ケ
ー
ト

（
市
民
意
識
調
査
）

v

市
民
懇
話
会

v

市
の
方
針
決
定

v

運
行
準
備

(

免
許
申
請
・
バ
ス
停

の
設
置
な
ど)

v

運
行
開
始

14
年
度
中
の
運
行
予
定

平
成
12
年
４
月
に
無
作
為
抽
出
に
よ

る
市
民
２，

０
０
０
人
を
対
象
に
郵
送

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。回

答
が
あ
っ
た
の
は
６
３
４
人
で
回

収
率
は
31
・
７
％
で
し
た
。

回
答
者
の
傾
向

▽
泉
、
ち
く
し
台
な
ど
高
齢
化
率
が

高
い
地
区
ほ
ど
回
収
率
が
高
い

▽
60
歳
代
以
上
の
回
収
率
が
高
い

▽
女
性
が
男
性
の
倍
近
く
回
答

▽
職
業
別
で
は
「
家
事
・
無
職
」
が

回
答
の
46
・
１
％
を
占
め
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
市
民
懇
話
会
な
ど
の
話
し

合
い
を
重
ね
な
が
ら
検
討
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

都
市
計
画
課
都
市
計
画
担
当)

△第１回市民懇話会の作業風景

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

平
成
11
年
度

平
成
13
年
度
８
月
〜

平
成
12
年
度
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敬
老
の
日
の
９
月
15
日
、
お
年
寄
り
の
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
お
孫
さ
ん
や

ご
親
戚
が
集
ま
っ
て
楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
現
在
、
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
お
年
よ
り
は
１
１，

６
６
３
人
。

市
内
の
各
地
区
で
も
、
こ
の
日
、
地
区
内
の
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
い
て
祝
賀
会
を
開

い
た
り
、
健
康
老
人
を
表
彰
し
た
り
し
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
み
せ
た
よ

泉
地
区
敬
老
祝
賀
会

泉
地
区
で
は
、
泉
ケ
丘
幼
稚
園
の
園
児
20
人
が
、

公
民
館
で
行
わ
れ
た
敬
老
祝
賀
会
に
特
別
参
加
。

開
始
時
間
前
に
玄
関
先
で
待
ち
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
、
ま
ず
、
集
ま
っ
て
き
た
約
50
人
の
お
年

よ
り
ひ
と
り
一
人
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
手
作

り
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

出
番
と
な
っ
た
式
典
後
の
演
芸
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
チ
ロ
ル
や
イ
タ
リ
ア
の
民
族
衣
装
に
着

替
え
て
ダ
ン
ス
を
披
露
。
感
激
し
た
お
年
寄
り
が

盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昇
町
地
区
の
祝
賀
会
で
も
、
春
日
中
央

保
育
園
の
園
児
45
人
が
、
約
１
２
０
人
の
お
年
寄

り
を
前
に
歌
や
器
楽
演
奏
を
披
露
し
て
祝
賀
会
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
福
山

ふ
く
や
ま

正
美

ま

さ

み

今
年
、
市
内
で
「
健
康
老
人
表
彰
」
を
受
け
た

70
歳
以
上
の
お
年
よ
り
は
10
人
。

過
去
５
年
間
、
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
健
康
優
良
者
で
す
。

そ
の
う
ち
、
地
区
の
祝
賀
会
に
出
席
し
て
市
の

感
謝
状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
二
人
の
女
性

に
、
そ
の
健
康
の
秘
訣
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

体
の
健
康
は
心
の
健
康
か
ら

西
村

に
し
む
ら

フ
サ
エ
さ
ん
（
若
葉
台
西
）

「
十
分
な
食
事
と
睡
眠
、
そ
し
て
よ
く
歩
く
こ

と
。
も
ち
ろ
ん
定
期
的
な
検
診
は
絶
対
に
欠
か
し

ま
せ
ん
」
。
東
京
で
長
年
、
看
護
婦
を
し
て
い
た

と
い
う
西
村
さ
ん
は
、
健
康
の
秘
訣
を
問
わ
れ
て

こ
の
よ
う
に
答
え
ま
す
。

「
ど
う
し
て
春
日
市
に
」
の
問
い
に
も
、
「
定
年

後
、
春
日
市
の

”病
気
に
さ
せ
な
い
取
り
組
み
“

が
気
に
入
っ
て
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
」
と
、
予

防
医
療
の
大
切
さ
を
知
る
元
看
護
婦
さ
ん
な
ら
で

は
の
お
答
え
で
す
。

し
か
し
、
西
村
さ
ん
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
体

の
健
康
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
に
こ
も
ら
ず
、
積
極
的
に
外
に
出
て
刺
激
を

う
け
る
こ
と
で
心
の
健
康
づ
く
り
に
も
努
め
ま
す
。

「
今
、
一
番
の
楽
し
み
は
プ
ロ
野
球
観
戦
。
一
人

で
福
岡
ド
ー
ム
に
通
い
詰
め
て
い
ま
す
」

そ
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
表
情
か
ら
あ
ふ
れ
る
西

村
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

毎
日
、
規
則
正
し
く
家
事
に
専
念

萩
尾

は

ぎ

お

美
代
子

み

よ

こ

さ
ん
（
紅
葉
ヶ
丘
東
）

「
取
り
立
て
て
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
毎
日
、

家
事
に
専
念
し
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
、
控
え
め

な
萩
尾
さ
ん
。

き
ち
ん
と
毎
日
、
家
事
を
こ
な
す
だ
け
で
、
か

れ
こ
れ
16
年
間
医
者
知
ら
ず
な
の
だ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
一
口
に
家
事
と
言
っ
て
も
、
仕
事
量

は
膨
大
で
す
。

こ
れ
を
同
居
の
娘
さ
ん
と
一
緒
に
着
実
に
こ
な

し
て
き
た
萩
尾
さ
ん
の
心
の
ハ
リ
が
、
知
ら
ず
知

ら
ず
体
の
健
康
に
結
び
つ
い
て
き
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
毎
日
の
生
活
の
中
身
を
問
う
と
、

「
早
寝
早
起
き
。
食
事
は
雑
穀
と
海
藻
類
を
欠
か

し
ま
せ
ん
。
買
い
物
は
い
つ
も
自
転
車
。
そ
の
お

陰
で
足
腰
も
い
た
っ
て
元
気
で
す
」

や
は
り
16
年
間
の
健
康
を
裏
付
け
る
の
は
、
毎

日
の
心
掛
け
の
よ
う
で
す．

共
に
76
歳
の
お
二
人
は
、
決
し
て
た
ま
た
ま
健

康
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
健
康
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
努
力
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

親
泊

お
や
ど
ま
り

正
憲

ま
さ
の
り

さ
ん
（
泉
）、
本
川

も
と
か
わ

忠
雄

た

だ

お

さ
ん
（
泉
）、

宗そ
う

冨
美
子

ふ

み

こ

さ
ん
（
日
の
出
町
）、
板
橋

い
た
ば
し

吉
雄

よ

し

お

さ
ん

（
桜
ヶ
丘
）、
齊
藤

さ
い
と
う

ノ
ブ
子こ

さ
ん(

弥
生)

、
吉
木

よ

し

き

朝
春

と
も
は
る

さ
ん(

昇
町)

、
上
田

う

え

だ

乾
太
郎

け
ん
た
ろ
う

さ
ん
（
光
町
）、

西
村

に
し
む
ら

ス
エ
さ
ん
（
下
白
水
南
）

△お年寄り一人ひとりにペン
ダントをかけてあげる園児

△春日中央保育園の園
児に花束を贈られ、
ニッコリするお年寄
り(昇町公民館で)

△「いつまでも輝いていて
ください」と子ども会か
らメッセージ(ちくし台公
民館で) △チロリアンダンスを披露する泉ヶ丘幼

稚園の園児たち

健
康
な
お
年
よ
り
を
表
彰
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特選「親の想い　子の思い」 児濱
こ は ま

太
ふとし

さん(大和町)
※ 日の出町地区はお父さんたちが、「おやじの会」を結成してがんばっていま

す。祭りの主役は、子どもたちではなく、お父さんの方だったりして・・・

市
報
か
す
が
で
初
め
て
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
日
で
行
わ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
夏
祭
り
が
対
象
で
、
地
区
祭
り
や
あ
ん
ど
ん
祭

り
、
自
衛
隊
祭
り
、
ど
ん
か
ん
祭
り
な
ど
、
様
々
な
祭
り
の
写
真
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ど
の
写
真
に
も
、
春
日
ら
し
い
、
そ
の
地
区
ら
し
い
お
祭
り
の
様
子
が
納
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
区
祭
り
特
別
賞
「
夏
の
獅
子
舞
」

松
野

ま

つ

の

道
之

み
ち
ゆ
き

さ
ん(

惣
利)

※

獅
子
舞
を
舞
う
の
は
惣
利
地
区
の
有
志
で
つ

く
る
「
惣
利

そ

う

り

好す

い
と
う
会か

い

」
の
皆
さ
ん
で
す
。

伝
統
祭
り
特
別
賞
「
ド
ン
ド
ン
・
カ
ン
カ

ン
ど
ん
か
ん
祭
り
」

川
口

か
わ
ぐ
ち

智
子

と

も

こ

さ
ん(

岡
本)

※

岡
本
地
区
で
続
け
ら
れ
て
い
る
虫
追
い
祭
り

で
す
。
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平田
ひ ら た

善積
よしずみ

さん（春日市郷土史研究会）

夏祭りほど開放感と感動を味わうときは

ない。また地域のアイデンティティー(独自

性)をこれほど感じる場も少ない。

春日市は人口が急増した若いまちである。

また人口流動の激しいまちでもある。春日

市が春日らしい都市になっていくのもこれ

からである。ひとごとではない私たち市民

一人ひとりが積極的にまちづくりに参加し

なければならないのである。

写真の審査は単なる技術ばかりでなく伸

び行く春日市の姿が見えてくる〝絵〟を念

頭に集めた。歓びに輝く顔があり、太鼓の

音と歓声と雑踏の聞こえてくる作品を選ん

だつもりである。

筑紫
ち く し

寿楽
じゅらく

さん（博多金獅子太鼓取締り）

スナップ写真ということで、どなたも人

物の表情を捕らえるのに苦労されたようで

す。特選の写真の親子の表情などを見てい

ると、暖かい気持ちになりませんか。

また、地区で工夫して作られた神輿
み こ し

の写

真なども興味を持ちました。

今後、地区祭りなどの行事にもっと多く

の人たちが参加すれば、さらに楽しく元気

な春日になるんじゃないでしょうか。

井上澄和
いのうえすみかず

春日市長

各地区で行われた祭りが実に生き生きと、

そして楽しそうに撮られており、たいへん

感心しました。

このような祭りを通して、地区の人たち

が協力し合い、絆を深めることはとても大

切なことと思います。そして、自治会活動

の活性化につながればと願っています。

準特選「ロボット目覚める」原田
は ら だ

園美
そ の み

さん(下白水南)
※ あんどん祭りの花火も、春日公園の時計台側から見ると、一味

違って見えます。

審 査 員 の 声

山口
やまぐち

曠
ひろし

さん(紅葉ヶ丘西)

小田原
お だ は ら

秀宣
ひでのぶ

さん(若葉台西) 北嶋
きたじま

由美子
ゆ み こ

さん(大野城市)

稲永
いねなが

勝英
かつひで

さん(惣利)福元
ふくもと

光郎
みつろう

さん(若葉台西)

入選作品



市
内
で
２
番
目
に
古
い
伝
統
を
も
つ

春
日
東
小
学
校
の
創
立
50
周
年
を
祝
う

式
典
と
祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

11
月
17
日
�

会
場

春
日
東
小
学
校
体
育
館
（
若
葉

台
東
１
―
51
）

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

創
立
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
校
庭

に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起

こ
し
て
開
封
、
展
示
し
、
合
同
同
窓
会

を
行
い
ま
す
。
昭
和
55
年
当
時
、
生
徒

や
先
生
だ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
の
日
の
自

分
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
11
日
�

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場

春
日
東
小
学
校
体
育
館

※

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
東
小
学
校

田
中

た

な

か

（
教
頭
）

�(

501)

０
２
１
１

春
日
南
商
工
店
会
ま
つ
り
の
一
環
と

し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
以

外
に
も
た
く
さ
ん
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
４
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

雨
の
場
合
は
11
月
11
日
�
に
延
期

し
ま
す
。

会
場

ザ
・
モ
ー
ル
春
日
屋
外
駐
車
場

(

春
日
５
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
南
商
工
店
会

（
そ
ば
処
武
蔵

む

さ

し

）

�(

592)

３
２
６
９

日
時

▽
10
月
20
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
10
月
21
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

宇
美
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー（
糟

屋
郡
宇
美
町
４
７
０
２
）

内
容

▽
全
国
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

（
木
工
家
具
、
金
属
製
品
、
紳
士
・

婦
人
靴
、
雑
貨
、
革
製
品
）

▽
矯
正
施
設
の
紹
介

▽
受
刑
者
の
文
芸
作
品
展
示

▽
福
岡
管
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
、

桜
太
鼓
演
奏
、
子
ど
も
空
手
演
舞
、

沖
縄
伝
統
エ
イ
サ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
刑
務
所

�(

932)

０
３
９
５

お
知
ら
せ
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イ
ベ
ン
ト�

春
日
東
小
学
校
創
立
50
周
年

記
念
式
典
と
祝
賀
会

春
日
南
商
工
店
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

t

も
も
か

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

ミ
ル
ゴ
ン

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

桜
色

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

青
広
高
福

ペ
ン
ネ
ー
ム

福
岡
矯
正

き
ょ
う
せ
い

展

商
工
会
会
員
の
お
店
の
い
ろ
ん
な

情
報
が
満
載
の
「
デ
イ
リ
ー
か
す
が
」

が
、
春
日
市
商
工
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
内
に
で
き
ま
し

た
。こ

こ
で
は
、
日
替
わ
り
の
安
売
り

情
報
や
、
限
定
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情

報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

み
ん
さ
ん
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://

w
w
w
.kasu

g
a2
1
.co
m

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
商
工
会

�(

581)

１
４
０
７

おお
得得
なな
情情
報報
がが
満満
載載

春春
日日
市市
商商
工工
会会
「「
デデ
イイ
リリ
ーー
かか
すす
がが
」」



親
子
な
ど
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
、
春
日
の
街

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
10
日
�

午
後
１
時
〜
３
時

(

受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜)

※
　
少
雨
決
行
し
ま
す
。

集
合
場
所

春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
（
岡
本
６
―
12
）

チ
ー
ム
構
成

何
人
で
も
可
（
大
人
を

一
人
以
上
含
む
）

定
員

30
チ
ー
ム(

申
込
先
着
順)

参
加
費

１
人
３
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

申
込
方
法

10
月
31
日
�
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
合
原

ご
う
は
ら

（
〒
816

―
０
８
４
６
下
白
水
南
５
―
40
）

�(

583)

７
２
１
６(

5
兼
用)

日
時

11
月
10
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
―

１
―
１)

内
容

▽
記
念
講
演

演
題

世
界
文
明
、ア
ジ
ア
の
文
明
、

そ
し
て
日
本

講
師

吉
村

よ
し
む
ら

作
治

さ

く

じ

さ
ん
（
早
稲
田
大

学
教
授
）

▽
対
談

出
演

吉
村
作
治
さ
ん

高
倉
洋
彰

た
か
く
ら
ひ
ろ
あ
き

さ
ん
（
西
南
学
院

大
学
教
授
）

▽
演
奏

陳
敏

チ
ェ
ン
ミ
ン

さ
ん(

胡
弓
奏
者)

定
員

７
０
０
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
総
務
部
国

立
博
物
館
対
策
室

�(

643)

３
１
１
９

5(

643)

３
１
２
２

Ｅ
メ
ー
ル9
-8
9
@
p
ar.o
d
n
.

n
e.jp

不
登
校
で
悩
む
保
護
者
を
対
象
に
、

自
宅
を
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
し
た
り
県

の
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
員
を
務
め

た
り
し
た
経
験
を
も
つ
元
中
学
校
教
師

で
現
在
大
工
の
講
師
が
助
言
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

10
月
23
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
６
ー
24
）

演
題

子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
い
っ
て

―
さ
ま
ざ
ま
に
生
き
る
―

講
師

吉
川

よ
し
か
わ

貴
子

た

か

こ

さ
ん
（
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
”ゆ
う
“
元
主
宰
）

定
員

１
５
０
人

※
　
託
児(

一
人
あ
た
り
３
０
０
円)

希
望
者
は
、
10
月
16
日
�
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�(

575)

４
１
２
１

身
体
障
害
者
で
、
現
在
仕
事
を
探
し

て
い
る
人
や
今
の
仕
事
に
パ
ソ
コ
ン
技

能
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の

た
め
の
講
座
で
す
。

定
員

▽
肢
体
不
自
由
者
（
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ

ウ
ス
が
使
え
る
人
）
20
人

▽
視
覚
障
害
者
　
５
人

▽
聴
覚
障
害
者
　
５
人

※

視
覚
障
害
者
に
は
画
面
読
み
上
げ

ソ
フ
ト
が
使
用
さ
れ
、
聴
覚
障
害
者

に
は
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。

期
間

11
月
〜
平
成
14
年
３
月
（
16
日

間
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
㈱
大
栄
総
合
教
育
シ
ス
テ
ム

(

473)

０
４
５
１

▽
福
岡
県
新
雇
用
開
発
課

�(

643)

３
５
９
３

わ
が
街
発
見

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

お
知
ら
せ

11

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

花
立
山
の
ふ
も
と
で
、
秋
の
収

穫
祭
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
４
日
�
　
午
前
11
時

〜
午
後
３
時

場
所

花
立
山
山
ろ
く
（
小
郡
市

城
山
公
園
内
）

内
容

▽
特
産
品
の
販
売
（
と
れ
た
て
野

菜
、
観
葉
植
物
、
手
作
り
み
そ
、

漬
物
な
ど
）

▽
芋
掘
り

▽
子
ど
も
自
然
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
自
然
の
材
料
を
使
っ
た
玩
具
づ

く
り
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

く
ろ
つ
ち
会
館

�
０
９
４
２(

73)

２
７
６
８

秋
の
自
然
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

雨
天
決
行
で
す
。

日
時
・
内
容

11
月
３
日
�

▽
午
前
10
時
〜

宝
探
し
ゲ
ー
ム

▽
午
前
11
時
30
分

ラ
ジ
コ
ン
風
船
割
り
グ
ラ
ン
プ
リ

11
月
３
日
�
・
４
日
�

▽
午
前
10
時
〜

ス
キ
ー
場
大
福
引
大
会

わ
た
が
し
プ
レ
ゼ
ン
ト

ぬ
り
え
大
会

▽
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

九
千
部
山
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

11
月
４
日
�

▽
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
コ
ー
ナ
ー

動
物
風
船
を
つ
く
ろ
う
＆
シ
ョ
ー

ト
手
品

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

（
那
珂
川
町
五
ヶ
山

ご

か

や

ま

６
４
８
）

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア

な
か
が
わ

�(

953)

３
０
３
０

那
珂
川
町

ググググ
リリリリ
ーーーー
ンンンン
ピピピピ
アアアア
なななな
かかかか
がががが
わわわわ
もももも
みみみみ
じじじじ
まままま
つつつつ
りりりり

小
郡
市

花花花花
立立立立
山山山山

は
な
た
て
や
ま

秋秋秋秋
のののの
収収収収
穫穫穫穫
祭祭祭祭

九
州
国
立
博
物
館(

仮
称)

着
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

公
開
講
座
参
加
者
募
集

講
　
座�

求
職
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会



日
時

11
月
４
日
�

午
前
９
時
15
分
〜

(

受
付
　
午
前
９
時
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
、
通
勤
、

通
学
す
る
高
校
生
以
上
の
人

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一

般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一
般
男

子
ダ
ブ
ル
ス
▽
一
般
女
子
ダ
ブ

ル
ス

※

い
ず
れ
も
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス

が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

一
人
１
種
目
１，

０
０
０
円

（
高
校
生
は
８
０
０
円
）

申
込
方
法

10
月
20
日
�
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢（
高

校
生
は
学
年
）
、
性
別
、
電
話

番
号
、
出
場
種
目
を
書
い
て
送

る

申
込
・
問
い
合
せ
先

藤
野

ふ

じ

の

ノ
ブ
子こ

〒
816
―
０
８
０
７
　
宝
町
１
―

１
―
１
―
３
０
２

�(

585)

８
１
７
７

市
内
に
居
住
か
勤
務
す
る
女
性
ま
た

は
テ
ニ
ス
連
盟
女
性
会
員
を
対
象
と
し

た
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。

日
時

11
月
18
日
�
　
午
前
９
時
〜

(

受
付
　
午
前
８
時
30
分
）

※
　
中
止
の
場
合
は
25
日
に
延
期
。

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
６
―
28)

種
目

▽
Ａ
パ
ー
ト
　
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
Ｂ
パ
ー
ト
　
ベ
テ
ラ
ン
１
０
０
歳
以

上
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
ペ
ア
の
年
齢
の

合
計
が
１
０
０
歳
以
上
）

試
合
方
法

予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

参
加
料
（
１
組
）

▽
一
般
　
３，

０
０
０
円

会
員
　
２，

０
０
０
円

※
　
参
加
費
は
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法

11
月
９
日
�(
必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ペ
ア
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
長
杯

テ
ニ
ス
大
会(

女
子)

係
（
〒
816

―
０
８
２
３
若
葉
台
西
６
―
１

０
３(

第
二
幼
稚
園
内)

�(

571)

０
２
５
４

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

先
月
ま
で
の
１
年
間
に
つ
い
て
は
、
本

来
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
の
１
／

２
に
軽
減(

軽
減
分
は
国
が
負
担)

さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
軽
減
期
間
が
９
月
で
終
了
し
た

た
め
、
10
月
分
か
ら
本
来
の
額
へ
戻
り

ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課
保
険

料
担
当

10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の
１
週
間

は
、
全
国
一
斉
の
秋
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。

皆
さ
ん
は
、
道
路
交
通
や
通
信
、
年

金
、
保
険
な
ど
、
国
が
行
う
業
務
に
対

す
る
要
望
や
苦
情
、
相
談
し
た
い
こ
と

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
と
は
、
こ
の
よ
う
な
要
望

な
ど
を
公
平
中
立
な
立
場
で
聴
き
、
そ

の
解
決
や
改
善
を
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
く
窓
口
で
す
。

春
日
市
で
も
、
こ
の
週
間
行
事
と
し

て
臨
時
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
17
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

春
日
市
役
所
２
０
６
会
議
室（
原

町
３
―
１
―
５
）

相
談
員

▽
中
嶋

な
か
し
ま

惠
子

け

い

こ

行
政
相
談
委
員

�(

501)

１
０
３
５(

兼
用)

▽
仲
里

な
か
ざ
と

昇
の
ぼ
る

行
政
相
談
委
員

�(

591)

２
７
７
９(

兼
用)

※

こ
の
日
以
外
で
も
、
常
時
電
話
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

児
童
相
談
所
・
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
24
・
親
お
や
電
話
・
少
年
ア
シ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
合
同
の
相
談
窓
口
で
す
。

面
接
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

悩
み
を
も
つ
青
少
年
も
、
子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
人
も
、
一
人
で
悩
ん
で
い

な
い
で
電
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
27
日
�
〜
29
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

吉
塚
合
同
庁
舎
（
福
岡
市
博
多

区
吉
塚
本
町
13
―
50
）

相
談
先

�(

641)

６
０
０
１

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
の
無
料

法
律
相
談
で
す
。

日
時

10
月
25
日
�
・
11
月
８
日
�

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
相
談
室

（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７
４
―

１
）

定
員

５
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
19
日
�
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�(

922)

２
８
８
１

歯
科
衛
生
士
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の

健
康
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

10
月
24
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

お
知
ら
せ

12

2001. 10. 15 市報かすが

健
康
・
保
健�

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

協
会
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ス
ポ
ー
ツ�

第
24
回
春
日
市
長
杯
テ
ニ
ス
大
会(

女
子)

参
加
者
募
集

介
　
護�

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

10
月
分
か
ら
変
わ
り
ま
す

相
　
談�

秋
の
行
政
相
談
週
間

市
役
所
１
日
相
談
所
開
設

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

い
ろ
ん
な
相
談
に
応
じ
ま
す



お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

10
月
は
「
空
き
缶
・
タ
バ
コ
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
禁
止
」
の
啓
発
強
調
月
間
で

す
。私

た
ち
の
住
む
街
を
汚
さ
な
い
た
め

に
、
空
き
カ
ン
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
自
宅

ま
で
持
ち
帰
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

（
環
境
対
策
課
）

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
に
扶
養
し
て
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、

被
扶
養
者
と
し
て
そ
の
健
康
保
険
に
加

入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
次

の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

年
間
収
入
が
１
３
０
万
円
未
満
（
60

歳
以
上
の
人
ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
を

も
ら
え
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
１

８
０
万
円
未
満
）
で
、
被
保
険
者
の
年

収
の
半
分
未
満
の
場
合
で
す
。

ま
た
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

種
類
に
よ
っ
て
条
件
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

な
お
、
健
康
保
険
や
共
済
組
合
の
場

合
は
、
被
扶
養
者
が
増
え
て
も
保
険
料

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
春
日
市

の
国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
所
得
が
な

く
て
も
国
保
税
が
一
人
に
つ
き
年
間
２

万
８，

５
０
０
円
増
加
し
ま
す
。

（
国
保
年
金
課
国
保
担
当
）

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
個
人
が
自
宅
で
情
報
機

器
な
ど
を
活
用
し
て
行
う
仕
事
）
を
支

援
す
る
た
め
に
、
11
月
に
「
福
岡
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

内
で
発

信
す
る
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
情
報
と
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
に
仕
事
を
発
注
す
る
企
業
情
報
の
デ

―
タ
ベ
ー
ス
へ
の
登
録
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
方
法

福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

登
録
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.so
h
o
fu
ku
o
ka.co

m
問
い
合
わ
せ
先

県
新
雇
用
開
発
課

�(
643)

３
５
９
３

更
年
期
の
女
性
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
更
年
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め

の
教
室
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。

期
日
・
内
容
・
講
師

○
11
月
15
日
�

更
年
期
に
起
こ
り
や
す
い
心
身
の
変

化
と
そ
の
対
応

下
村
宏

し
も
む
ら
ひ
ろ
し

さ
ん
（
シ
モ
ム
ラ
産
婦
人
科

医
院
長
）

○
11
月
30
日
�

心
も
身
体
も
い
き
い
き
と
―
楽
し
く

続
け
ら
れ
る
健
康
体
操
―

野
村

の

む

ら

里
美

さ

と

み

さ
ん
（
健
康
い
き
が
い
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
12
月
13
日
�

▽
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
？
な
ぜ
問
題
な

の
か

和
田

わ

だ

研け
ん

さ
ん
（
和
田
整
形
外
科
医
院

長
）

▽
骨
の
健
康
を
保
つ
食
生
活
と
は
？

千
原

ち

は

ら

寿
美
代

す

み

よ

さ
ん
（
筑
紫
保
健
所
管

理
栄
養
士
）

日
時

午
後
１
時
40
分
〜
３
時
30
分

場
所

筑
紫
保
健
所
大
会
議
室
（
大
野

城
市
白
木
原
３
―
５
―
25
筑
紫

総
合
庁
舎
内
）

申
込
方
法

11
月
２
日
�
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
連

絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
所

保
健
課
健
康
増
進
係

�(

513)

５
５
８
３

5(

592)

８
４
４
４

毎
年
検
診
を
受
け
る
の
と
同
様
、
健

康
度
測
定
を
受
け
て
健
康
づ
く
り
を
見

直
し
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
健
康
度
測

定
室
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

な
お
、
継
続
指
導
を
受
け
て
い
る
人

も
、
年
１
回
の
健
康
度
測
定
が
必
要
で

す
。

日
時

10
月
16
日
�
、
28
日
�

午
前
10
時
〜
、
11
時
〜
、
正
午

〜

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
度
測
定

室(

昇
町
１
―
１
２
０)

内
容

▽
診
察
・
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
の
測
定
（
自
転
車

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
を
約
16
分
間
こ
ぐ
）

▽
健
康
度
の
評
価

対
象

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す

る
20
歳
以
上
の
人

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

料
金

２，

１
０
０
円

募
集

随
時
予
約
制
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※

事
前
（
３
カ
月
以
内
）
に
市
で
行

う
基
本
健
康
診
査
又
は
同
程
度
の
内

容
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
課
ま
で

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

野
菜
嫌
い
の
子
ど
も
で
も
、
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
野
菜
入
り
蒸
し
パ
ン
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

材
料
（
15
個
分
）

▽
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
　
２
０
０

ｇ
▽
卵
　
１
個
▽
牛
乳
　
１
０
０
CC
▽

に
ん
じ
ん
　
30
ｇ
▽
さ
や
い
ん
げ
ん

５
本
▽
か
ぼ
ち
ゃ
　
40
ｇ

作
り
方

①

ボ
ー
ル
に
卵
を
入
れ
、
牛
乳
を
加

え
て
混
ぜ
る
。

②

さ
や
い
ん
げ
ん
、
に
ん
じ
ん
、
か

ぼ
ち
ゃ
は
火
が
通
り
や
す
い
よ
う
に

小
さ
く
切
る
。

③

①
の
中
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク

ス
と
、
②
を
入
れ
、
さ
っ
く
り
と
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

④

ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
に
③
を
流
し
入

れ
、
強
火
で
13
〜
14
分
蒸
す
。

１
個
分
熱
量

61
㌔
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

筑
紫
保
健
所

女
性
の
健
康
教
室

健
康
度
測
定

10
月
分
参
加
者
募
集

環
　
境�

捨
て
な
い
で

空
き
カ
ン
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

福
岡
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ソ

ー

ホ

ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
情
報
募
集

そ
の
他�

健
康
保
険
の
扶
養



８
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果(

工
事
金
額
５，

０
０
０
万
円
以
上)

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

泉
地
区
汚
水
管
漏
水
等
改
修
工
事

工
事
期
間

８
月
28
日
〜
平
成
14
年
１

月
25
日

契
約
金
額

６，
８
９
８
万
５，
０
０
０
円

工
事
業
者

㈱
西
日
本
洗
管
サ
ー
ビ
ス

（
財
政
課
）

海
外
留
学
や
研
修
な
ど
で
渡
航
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
異
文
化

や
風
俗
習
慣
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

11
月
３
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

福
岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
２
―
５
―
８
）

講
師

▽
布
井

ぬ

の

い

敬
二
郎

け
い
じ
ろ
う

さ
ん
（
国
際
ビ
ザ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

▽
在
福
岡
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
事

▽
カ
ナ
ダ
領
事

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｃ
Ｃ

ジ
ェ
ー
シ
ー
シ
ー

異
文

化
交
流
協
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

(

919)

５
５
９

11
月
２
日
�
か
ら
４
日
�
ま
で
、
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ

る
文
化
祭
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
作
品

書
道
、
絵
画
、
墨
絵
、
写

真
、
木
彫
、
手
芸
、
盆
栽
、
生
花

※

各
作
品
の
規
格
は
、
出
品
申
込
書

の
裏
面
の
要
項
を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
、
通
学
し
て
い
る
人

応
募
方
法
・
搬
入
日

作
品
は
、
10
月

28
日
�
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
、
出
品
申
込
書
を

添
え
て
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
旧
館
に
搬
入
す
る
（
盆
栽

と
生
け
花
は
11
月
１
日
�
搬
入
）

※

出
品
申
込
書
は
市
民
課
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ

ー
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
の
窓
口

で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
公
民
館

担
当
　
�(

575)

４
１
２
１

大
和
町
４
―
30
の
大
規
模
小
売
店
舗

（
家
電
販
売
店
・
書
籍
販
売
店
、
店
舗

面
積
３，

１
９
６
㎡
）
が
増
床
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

市
民
は
、生
活
環
境
保
持
の
た
め
に
、

こ
の
計
画
に
対
し
て
法
律
に
基
づ
い
て
、
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ら
せ
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「
母
乳
が
出
な
い
」「
赤
ち
ゃ
ん
が

寝
て
く
れ
な
い
」
な
ど
新
米
の
お
母
さ

ん
は
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
に
関
す
る
不
安

や
疑
問
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

育
児
と
は
本
来
男
女
共
に
行
う
も
の

で
す
が
、
現
実
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女

性
の
肩
に
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
特

に
核
家
族
化
が
進
み
孤
独
な
環
境
で
の

育
児
を
強
い
ら
れ
、
深
刻
な
心
の
悩
み

を
相
談
に
来
る
お
母
さ
ん
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

ス
ヤ
ス
ヤ
眠
っ
て
い
た
り
、
ご
機
嫌

で
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
時
間

は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
か
わ
い
い
と
思
う
反

面
、
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と

き
な
ど
は
「
な
ん
と
な
く
気
分
が
す
っ

き
り
し
な
い
」「
育
児
が
楽
し
く
な
い
」

と
い
っ
た
沈
ん
だ
気
持
ち
に
な
る
人
も

い
る
よ
う
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
「
語
り
か
け
」
は
し

て
い
る
も
の
の
、
一
日
中
だ
れ
と
も

「
会
話
」
を
し
て
い
な
い
自
分
に
ふ
と

気
づ
き
、
む
な
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
思
疎
通

が
で
き
な
い
わ
が
子
と
二
人
だ
け
で
過

ご
す
時
間
は
不
安
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
夫
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
早
く
帰
宅
す
る
の
は
難

し
く
、
帰
宅
し
て
も
疲
れ
き
っ
て
い
て

妻
の
話
を
聞
く
ゆ
と
り
も
あ
り
ま
せ

ん
。お
母
さ
ん
は
話
を
聞
い
て
欲
し
い
、

自
分
が
一
日
頑
張
っ
た
こ
と
を
認
め
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

女
性
も
結
婚
し
た
り
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
ま
で
は
、
男
性
と
同
様
に
、
仕
事

や
趣
味
な
ど
社
会
の
中
で
、
自
分
の
考

え
で
行
動
し
生
活
を
し
て
き
て
い
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、「
○
○
さ
ん
の
奥
さ

ん
」「
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
」
と

し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
夫
や
子

ど
も
を
通
し
て
の
み
自
分
が
存
在
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
夫

の
帰
り
を
待
つ
だ
け
、
子
ど
も
の
生
活

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
だ
け
の
時
間
の
過

ご
し
方
に
あ
せ
り
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
状
況

を
理
解
し
て
あ
げ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。夫

婦
や
家
族
で
お
互
い
に
支
え
、
助

け
合
い
な
が
ら
育
児
が
で
き
れ
ば
、
き

っ
と
育
児
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
も
軽
減

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
悩

み
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
私
た
ち
保
健

婦
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
課
　
保
健
指
導
担
当

保
健
婦
　
百
武
彩
子

ひ
ゃ
く
た
け
さ
い
こ

）

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
・
・
・
・�

第
28
回
春
日
市
文
化
祭
作
品
募
集

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

意
見
の
提
出
が
で
き
ま
す

こ
れ
か
ら
の
海
外
留
学
・
生
活

セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
出
店
の
概
要
が
わ
か
る
資
料

を
市
役
所
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

意
見
提
出

12
月
16
日
�(

必
着)

ま
で

に
、
所
定
の
様
式
で
県
福
岡
商

工
事
務
所
に
提
出
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
県
福
岡
商
工
事
務
所
（
〒
812
―

０
０
４
６
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

９
―
15
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

５
階
）

�(

622)

１
０
４
０

▽
県
商
業
・
地
域
経
済
課
（
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
７
―
７
）

�(

651)

１
１
１
１

▽
市
地
域
づ
く
り
課

市
が
行
う
建
設
工
事
の
入
札
結
果



そ
う
だ
ん
・
散
歩
道
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
同
時
多
発
テ
ロ

は
、
世
界
中
を
震
撼
し
ん
か
ん

さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
衝
撃
的
な
瞬
間
を
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ

の
中
継
画
面
で
目
撃
し
た
人
も
少
な
く

な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。現
地
で
は
、

い
ま
だ
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
が
続

い
て
い
ま
す
。
肉
親
を
失
っ
た
家
族
の

悲
し
み
は
い
か
ば
か
り
か
。
も
う
、
こ

れ
以
上
何
の
罪
も
な
い
人
々
を
巻
き
添

え
に
す
る
の
は
や
め
て
く
れ
！
だ
れ
し

も
が
そ
う
叫
ん
だ
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
今
は
た
だ
、
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ

た
多
数
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
だ
け

で
す
▼
さ
て
、
話
は
変
わ
っ
て
今
回
掲

載
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
選
作
品
。
い
か
が
で
す
か
▼
こ
の
企

画
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
、
身
近
な

地
域
の
夏
祭
り
に
参
加
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
始
め
て
み
ま
し
た
。
気
軽

に
パ
チ
リ
と
撮
っ
て
応
募
し
て
も
ら
う

つ
も
り
で
し
た
が
、
結
構
、
力
の
こ
も

っ
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
ど
れ
も
が
地

域
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な

力
作
ば
か
り
。
こ
の
企
画
が
地
域
の
活

性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
と
す
れ

ば
幸
い
で
す
▼
カ
メ
ラ
片
手
に
親
子
で

歩
い
て
み
れ
ば
、
自
分
の
住
む
地
域
の

知
ら
な
い
一
面
を
発
見
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
来
年
も
ぜ
ひ
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
後
）

家庭児童相談
▽毎週月～金曜日▽8時30分～17時
▽市役所こども未来課家庭児童相談
室▽�(584)1111

小・中学生のための悩み電話相談
▽毎週月･水･金曜日▽8時30分～17
時▽ヤングテレホン�(584)1140

子ども・家庭電話相談
▽年末年始を除く毎日▽9時～17時
30分▽県看護等研究研修センター▽
�(733)8400

子どもの人権１１０番
▽毎週土曜日▽12時30分～3時30分
▽天神弁護士センター▽�(752)1331

特設人権相談(月1回)
▽11月6日(火)･12月4日(火)▽10～
15時▽市役所2階市民相談室▽�
(584)1111

人権相談
▽月～金曜日▽8時30分～17時▽福
岡法務局筑紫支局▽�(922)2881

夫や恋人からの暴力、セクハラの相談
▽月～木曜日▽10～17時▽ちくし女
性ほっとライン▽�（513）7335

女性のための総合相談
▽月曜日を除く毎日▽受付9時30分
～15時30分▽あすばる相談室(県クロ
ーバープラザ内)▽�(584)1266

性犯罪などの電話相談
▽月～金曜日▽8時30分～17時15分
▽福岡県警ミズ・リリーフ・ライン
�(632)7830

シルバー110番
▽月曜日を除く毎日▽9～16時▽県
クローバープラザ内▽�(584)3344

痴ほう相談
▽10月19日(金)･11月16日(木)▽14
時～18時30分▽かすがの郷在宅介護
支援センター▽�(595)8188

福岡県障害者１１０番
▽月曜日を除く毎日▽9～16時▽県
クローバープラザ内▽�(584)0039
�(584)3354

○聴覚障害者のためのFAX悩み相談
▽月～金曜日9～18時・土曜日9～13
時▽福岡いのちの電話▽�(721)4343

春日市消費生活相談
▽毎週月・木曜日▽10～15時▽市役
所２階市民相談室▽�(584)1111

福岡県消費生活相談
▽月～金曜日▽9～17時▽消費生活
センター▽�(632)0999

クレジット・サラ金電話相談
▽毎週月～金曜日▽18～20時▽福岡
県司法書士会▽(722)4
131

心配ごと相談
▽毎週水曜日▽10～15時▽春日市社
会福祉センター4階▽�(581)7225

不安・悩み電話相談
▽24時間いつでも可▽福岡いのちの
電話▽�(741)4343

不動産相談
▽毎月第1・3木曜日▽13～16時▽県
民相談室(県庁内)▽電話予約が必要▽
�(651)1234

住宅相談
▽月～金曜日▽10～17時▽住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）
▽�(725)0876

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

子どもに関する相談

人権についての相談

女性のための相談

高齢者のための相談

痴ほう相談

障害者のための相談

消費生活の相談

悩みの相談

土地・建物の相談

市無料法律相談(月１回)
▽10月17日(水)･11月21日(水)▽受付
８時50分▽定員15人(9時に抽選を行
います)▽市役所2階市民相談室▽�
(584)1111

商工会無料法律相談
▽11月7日(水)・12月5日(水)▽受付
13～15時▽先着6人▽春日市商工会
�(581)1407

県無料法律相談
▽毎週金曜日▽13～16時▽電話予約
が必要(先着6人)▽県民相談室(県庁
内)▽�(651)1234

有料法律相談
▽月～金曜日10～19時▽土･日･祝日
10～13時▽1人30分程度で料金は5,
250円▽電話予約が必要▽天神弁護
士センター▽�(741)3208

県交通事故相談
▽月～金曜日▽9～17時▽県交通事
故相談所(県庁内)▽�(622)0403

県巡回交通事故相談
▽毎月第2火曜日▽受付10～15時▽
市役所２階市民相談室▽�(584)1111

交通事故電話相談
▽月～金曜日▽9時30分～16時（12
時30分～13時は休み）▽交通事故被
害者サポートセンター�(741)2270

犯罪被害者の電話相談
▽毎週火曜日▽16～19時▽天神弁護
士センター▽�(738)8363

法律相談

交通事故の相談

犯罪被害の相談
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「パパ・ママ子どもと向き合って！」をテーマに、９月
24日ふれあい文化センターで男女共同参画都市宣言フォー

ラムが行われました。
これは、平成11年に行われた男女共同参画都市宣言を記
念して毎年開いているもので、育児体験コーナーやおやじ
の座談会、不用品市などさまざまな催し物が行われました。
中でも「母親たちの悩みを聴く・母性愛神話の視点から」
と題した大日向

おおひなた

雅美
まさ み

さん(恵泉女子大学教授)の講演では、
「母親の育児に対する悩みは、時代を問わずあるものです
が、現代では特に母親が孤立する傾向にあり、そのことが
余計に育児を難しくしている。だからこそ母親に育児以外
のことに専念できる時間を与え、社会参加させることが大
切」と力説。会場の中からも「自分も子育て中だが、こん
なに自分たちのことを分かってもらえて本当によかった」
と感激の声が上がっていました。
その後、５人の男女が男女共同参

画都市宣言を力強くアピールして、
フォーラムは盛況のうちに幕を閉
じました。

簡単なゲームを通じて自然の息吹を感じ取る「ネイチャ
ーゲーム自然体験」が、９月15日から１泊２日、国立夜須
高原少年自然の家で行われました。
これは市が主催したもので、16家族41人が参加。落ち葉
や木の実にインクをつけてバンダナに模様を付けたり、草
むらの中に隠してあるぬいぐるみや保護色の生き物の模型
を探し出すカムフラージュゲームを行いました。
夜中には、森の道にエサを置いて「動物の足跡とり」な
どの探検に出かけるなど、普段はできない体験をしたよう
です。
参加者たちは「親子で自然体験ができ、いい経験になり
ました。知らないことばかりで驚きました」と大変楽しん
だ様子でした。

△「宝さがしゲーム」で集めた葉っぱや虫のぬけがらを
見せ合いっこ

△講演する大日向雅美さん

消火活動の技術向上を目的とした春日市消防団の｢消防
操法大会｣が、９月22日、春日東中学校グラウンドで行わ
れました。
競技は、自動車ポンプと小型ポンプの２部門に分かれて
実施。市内の５分団から７チームが参加し、火災を想定し
た出動から消火、機材撤収までの時間と動作の正確さを争
いました。
消防団の分団を構成する団員は、一般の人たちによるボ
ランティア。日中は仕事があるので訓練は夜間に行いまし
た。しかも、日曜日を除き、１～２ヶ月間ほぼ毎日訓練し
たとのことです。

訓練の成果もあって、各分団とも実に
見事な操法を披露しました。
結果は、自動車ポンプの部は東分団、小型ポンプの部は
西分団が優勝しました。

△見事な消防操法を披露する消防団員たち




